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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
各

種
行
事
が
軒
並
み
中
止
発
表
さ
れ
、
令
和
二
年
度

辞
令
交
付
式
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
感

染
症
予
防
及
び
密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
三

密
対
策
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
な
ど
の
感
染

症
予
防
対
策
を
講
じ

た
中
で
、
令
和
二
年

四
月
八
日
港
北
区
役

所
四
階
第
一
・
第
二

会
議
室
を
利
用
し
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
四
年
に

一
度
の
改
選
期
に
当

た
り
総
勢
百
二
十
二

人
の
昇
任
者
が
辞
令

交
付
に
該
当
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
当
日

は
全
員
参
加
で
の
開
催
を
変
更
し
、
団
長
以
下
本

部
役
員
及
び
、
各
分
団
長
の
み
の
参
加
に
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
辞
令
交
付
式
の
様
子
を
掲
載
し
ま
す
。

          

令
和
二
年
度
港
北
消
防
団
幹
部

写
真
掲
載
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
四
年
に
一
度
の
改
選
期
に
当
た
り
消

防
団
本
部
十
人
中
七
人
、
各
分
団
長
八
人
中
六
人

が
改
選
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
新
体
制
の
幹
部
団
員
の
氏
名
及
び
新
・

旧
役
職
を
記
載
す
る
と
と
も
に
顔
写
真
を
掲
載
し

ま
す
。

　

始
め
に
、
消
防
団
長
以
下
消
防
団
本
部
の
氏
名

を
記
載
し
ま
す
。

① 

飯
田　

孝
彦
（
消
防
団
長
：
留
任
）

② 

内
山　

秀
信
（
消
防
副
団
長
：
旧
役
職　

本
部

部
長
）

③ 

石
川　

賢
治
（
消
防
副
団
長
：
旧
役
職　

本
部

部
長
）

④ 

鈴
木　

基
祥
（
消
防
副
団
長
：
旧
役
職　

本
部

部
長
）

⑤ 

羽
鳥　

勝
実
（
本
部
部
長
：
旧
役
職　

第
一
分

団
長
）

⑥ 

田
川　

博
幸
（
本
部
部
長
：
留
任
）

⑦ 

齋
藤　

信
之
（
本
部
部
長
：
旧
役
職　

第
三
分

団
長
）

⑧ 

草
山　

恵
子
（
本
部
部
長
：
留
任
）

⑨ 

嶋
村　
　

公
（
本
部
部
長
：
旧
役
職　

第
四
分

団
長
）

⑩ 
中
村　
　

剛
（
本
部
部
長
：
旧
役
職　

第
七
分

団
長
）

　

続
き
ま
し
て
、
各
分
団
長
の
氏
名
を
記
載
し

ま
す
。

⑪ 

伊
藤　

一
弘
（
第
一
分
団
長
：
旧
役
職　

第

一
副
分
団
長
）

⑫ 

廣
井　

徳
榮
（
第
二
分
団
長
：
留
任
）

⑬ 

吉
田　
　

亙
（
第
三
分
団
長
：
旧
役
職　

第

三
副
分
団
長
）

⑭ 

黒
川　

亮
一
（
第
四
分
団
長
：
旧
役
職　

第

四
副
分
団
長
）　

⑮ 

田
辺　

惠
通
（
第
五
分
団
長
：
旧
役
職　

第

五
副
分
団
長
）

⑯ 

山
本　

忠
夫
（
第
六
分
団
長
：
旧
役
職　

第

六
副
分
団
長
）

⑰ 

中
山　
　

勉
（
第
七
分
団
長
：
旧
役
職　

第

七
副
分
団
長
）

⑱ 

加
藤　

康
子
（
第
八
分
団
長
：
留
任
）

　
令
和
二
年
度
上
期
消
防
団
員

新
任
研
修
会
実
施
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊

急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
、
例
年
四
月
下
旬
に
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
消
防
団
員
新
任
研
修
会
も
他

の
行
事
と
と
も
に
実
施
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
五
月
下
旬
緊
急
事
態
宣
言
解
除
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
三
密
対
策
や
感
染
症
予
防
対
策

を
講
じ
た
中
で
研
修
会
を
開
催

す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
例

年
、
一
斉
に
開
催
し
て
い
た
研

修
会
を
人
数
に
上
限
を
設
け
、

三
十
二
人
の
受
講
者
を
合
計
六

回
に
分
け
て
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

飯
田
団
長
の
開
式
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
中
山
消
防
団
係
長
の

消
防
団
に
つ
い
て
活
動
や
福
利

厚
生
に
つ
い
て
講
義
形
式
で
説

明
を
行
い
、
齋
藤
訓
練
部
長
を

は
じ
め
と
し
た
先
輩
団
員
に
よ
る
式
典
・
訓
練
等

に
用
い
る
訓
練
礼
式
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
受
講
終
了
後
、
飯
田
団
長
よ
り
団
員

一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
消
防
団
員
と
し
て
の
自

覚
と
地
域
貢
献
へ
の
意
欲
が
増
し
た
と
い
う
声
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
修
了
者
を
写
真
に
て
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
新
任
団
員
の
声
と
し
て
代
表
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
内
容
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
し
た
内
容

を
記
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
順
不
同
に
て
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　
▼
石
川
　
穣
（
第
一
分
団
第
二
班
）

　

今
回
私
が
消
防
団
に
入

団
し
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
私
の
父

親
が
以
前
港
北
消
防
団

に
在
籍
し
て
い
た
時
、

地
域
の
様
々
な
行
事
で
活
動
し
て
い
る
姿
を
子
供

の
こ
ろ
よ
く
見
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

入
団
を
す
る
に
あ
た
り
、
父
親
が
消
防
団
活
動

を
行
っ
て
い
る
姿
に
憧
れ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
と
、

消
防
団
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
繋
が
り
を
持
て

る
何
か
を
行
っ
て
い
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
た
こ

と
が
入
団
を
決
め
る
動
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
は
災
害
な
ど
何
か
あ
っ
た
時
に
、

誰
か
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
▼
手
島
　
恵
梨
花
（
第
八
分
団
第
二
班
）

　

今
回
私
が
港
北
消
防
団

に
入
団
し
た
い
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、
地
域

行
事
（
餅
つ
き
）
の
際
、

活
動
し
て
い
た
消
防

団
員
の
姿
を
目
に
し
た
り
、
出
初
め
式
で
の
消

防
団
の
活
動
を
見
た
り
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

入
団
の
決
め
手
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
何
か
行
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
私
自
身
も
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

災
害
か
ら
家
族
を
守
る
だ
け
で
な
く
私
自
身
の

身
を
守
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
入
団
を
決
め

た
動
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
は
、
消
防
団
員
活
動
を
行
う
た

め
の
体
力
を
向
上
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
消
防
隊
の
方
が
活
動
し
や
す
く
な
る
よ

う
な
消
防
団
活
動
や
、
地
域
の
方
に
消
防
団
活

動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

令
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年
度 
港
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新
任
研
修
会
修
了
者
氏
名

① 
第
一
分
団
第
１
班　
岩
田　
一
清

② 
第
一
分
団
第
３
班　
手
嶋　
哲
也　

③ 

第
二
分
団
第
２
班　
近
藤　
元
悟

④ 

第
二
分
団
第
３
班　
岡
部　
　
武

⑤ 

第
二
分
団
第
３
班　
加
藤　
寛
章

⑥ 

第
二
分
団
第
３
班　
水
野　
隆
文

⑦ 

第
二
分
団
第
４
班　
佐
藤　
哲
哉

⑧ 

第
二
分
団
第
５
班　
伊
藤　
徹
哉　

⑨ 

第
二
分
団
第
５
班　
岡
島　
裕
樹

⑩ 

第
二
分
団
第
５
班　
坂
田　
悠
樹

⑪ 

第
二
分
団
第
５
班　
長
野　
　
航

⑫ 

第
二
分
団
第
５
班　
堀
田
昌
太
郎

⑬ 

第
三
分
団
第
４
班　
大
泉　
摩
周

⑭ 

第
三
分
団
第
６
班　
髙
橋　
浩
司

⑮ 

第
四
分
団
第
２
班　
座
間　
義
幸

⑯ 

第
六
分
団
第
２
班　
室
越　
　
望

⑰ 

第
六
分
団
第
３
班　
阿
部　
浩
樹

⑱ 

第
六
分
団
第
４
班　
田
丸　
耕
二

⑲ 

第
六
分
団
第
４
班　
豊
田　
正
和

⑳ 

第
六
分
団
第
４
班　
宮
田　
和
浩

㉑ 

第
六
分
団
第
７
班　
大
倉　
丈
士

㉒ 

第
六
分
団
第
７
班　
坂
倉　
貴
文　

㉓ 

第
六
分
団
第
７
班　
藤
澤　
　
信

㉔ 

第
七
分
団
第
３
班　
飯
嶌　
和
広

㉕ 

第
七
分
団
第
４
班　
秋
元　
良
文

㉖ 
第
七
分
団
第
７
班　
広
野　
貴
士

㉗ 
第
八
分
団
第
４
班　
小
出　
福
美

㉘ 
第
八
分
団
第
５
班　
児
玉　
裕
子

㉙ 

新
横
浜
班　
　
　
　
種
村　
泰
一

㉚ 

新
横
浜
班　
　
　
　
向
井　
郁
雄

 

新
任
研
修
会
ア
ン
ケ
ー
ト

　

今
回
新
任
団
員
の
方
々
に
、
研
修
終
了
後
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
消
防
団
員
の
入
団

促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
の
一
助
と
し
て
活
用
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
以
下
の
項
目
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一

覧
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

①
入
団
経
緯
（
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
港

北
消
防
団
を
知
り
ま
し
た
か
）

・
現
団
員
の
方
か
ら
勧
誘

・
父
親
が
消
防
団
に
入
っ
て
い
た
の
で

・
以
前
か
ら
地
域
の
活
動
と
し
て
お
誘
い
を
受
け
て

い
た
た
め
。

・
町
内
会
行
事
参
加
の
際
、
先
輩
方
か
ら
説
明
で
知

り
ま
し
た
。

・
所
属
会
社
か
ら
の
勧
め

・
知
人
が
入
団
し
て
い
る
た
め

・
近
所
の
消
防
団
員
の
熱
烈
な
勧
誘
を
受
け
て

・
入
団
募
集
の
チ
ラ
シ
を
見
て

・
地
域
の
方
々
の
活
動
を
見
て
知
り
ま
し
た
。

・
会
社
の
社
長
に
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
社
長

（
女
性
）
が
他
の
消
防
団
で
20
年
以
上
活
動
し
て

い
る
た
め
。

・
地
域
の
方
と
の
お
付
き
合
い
の
中
で
入
団
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。

・
事
業
所
消
防
団
の
案
内
が
あ
っ
た
た
め

・
知
人
（
消
防
団
員
）
か
ら
の
勧
め
。

・
地
域
や
家
族
の
活
動
を
見
て

・
昨
年
度
の
健
民
祭
後
の
懇
親
会
の
際
、
消
防
団
活

動
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
お
誘

い
を
頂
い
た
た
め
。

・
母
親
が
入
団
し
て
い
る
た
め

・
学
校
へ
の
消
防
団
員
の
勧
誘

・
通
っ
て
い
る
学
校
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
も
ら
っ

た
際
に
知
り
ま
し
た
。

・
他
県
の
消
防
団
に
加
入
し
て
い
る
友
人
よ
り

② 

入
団
動
機
（
入
団
の
決
め
手
は
何
で

す
か
）

・
仕
事
が
変
わ
っ
て
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
。

・
周
囲
の
勧
誘
の
熱
意
に
入
団
を
決
意

・
地
元
に
戻
り
、
町
内
の
消
防
団
員
の
方
か
ら
声
を

掛
け
て
い
た
だ
い
た

・
地
域
の
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
て
、
子
供
が
幼
稚
園
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
入
団
を
決
め
ま
し
た

・
地
域
貢
献
の
た
め
、
日
々
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
元
の
方
々
へ
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
思
っ
た
。

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
を
現
場
で
生
か
し
た
い
。

・
街
の
た
め
に
何
か
し
て
み
た
い
と
思
い
入
団
し
ま

し
た
。

・
先
輩
が
定
年
で
辞
め
ら
れ
る
の
で
。

・
地
域
の
安
全

・
入
団
前
に
団
員
の
方
と
お
話
し
し
て
皆
さ
ん
が
親

切
だ
っ
た
か
ら
。

・
父
親
が
消
防
団
を
退
団
し
た
た
め
。

・
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
貢
献
を
果
し
て
い
く
と
と

も
に
、
団
員
間
の
交
流
を
深
め
た
い
た
め
。

・
活
動
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

貢
献
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
希
望
し
ま
し
た
。

・
新
横
浜
に
本
社
を
置
く
企
業
と
し
て
地
域
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
。
ま
た
前
職
に
お

い
て
消
防
署
の
方
々
と
関
わ
り
も
あ
り
、
個
人

的
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
た
め
。

・
良
い
人
が
多
い
か
ら

・
地
域
貢
献
、地
域
防
災（
地
域
に
親
族
等
が
多
い
た
め
）

・
以
前
よ
り
地
域
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
お
誘
い
頂

く
こ
と
で
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
。

・
親
交
の
あ
る
入
団
済
み
の
地
域
住
民
の
方
と
活
動

を
行
い
た
い

・
震
災
発
生
時
に
少
し
で
も
周
囲
の
力
に
な
り
た
く

て
・
学
校
現
場
で
必
要
な
知
識
・
能
力
を
身
に
付
け
た
い
。

・
救
命
講
習
を
受
講
し
た
か
っ
た
か
ら
。

・
地
域
（
横
浜
）
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
、
貢

献
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

・
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
、
知
識
が
無
い
せ
い

で
何
も
出
来
な
い
こ
と
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
。
ま

た
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
。

・
正
義
感
、
自
分
・
周
り
の
人
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
が
高
ま
る
か
ら
。

③ 

そ
の
他
　（
今
後
の
抱
負
な
ど
）

・
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
日
々
勉
強
、
経
験
を
通
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

・
身
近
な
人
達
の
命
を
い
ざ
と
い
う
時
に
守
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す

・
年
齢
が
高
い
の
で
他
の
方
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
頑
張
り
た
い
。

・
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

・
消
防
団
と
し
て
消
防
の
任
務
に
努
め
て
い
き
た
い

で
す
。

・
地
域
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

・
微
力
な
が
ら
地
域
の
た
め
に
活

動
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

・
地
域
の
安
全
安
心
に
貢
献
す
る
。

・
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
地

域
の
た
め
に
活
動
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す

・
地
域
防
災
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
地
域
活
動
に
貢
献
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す

・
年
末
年
始
等
、
可
能
な
限
り
活
動
を
行
い
た
い
。

・
訓
練
に
少
し
で
も
多
く
参
加
し
て
、
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

・
実
際
に
何
か
起
こ
っ
た
時
に
、
動
揺
せ
ず
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

・
１
年
間
や
り
遂
げ
た
い
と
思
う
。

　 

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

１　

入
団
経
緯

　

①　

消
防
団
員
か
ら
の
勧
め
（
12
人
）

　

②　

親
族
が
現
・
元
消
防
団
員
の
た
め
（
６
人
）

　

③　

学
校
で
の
説
明
（
５
人
）

２　

入
団
動
機

　

①　

地
域
貢
献
活
動
の
実
施
（
15
人
）

　

②　

居
住
地
周
囲
の
人
の
強
い
勧
め
（
３
人
）

　

③　

転
職
等
に
よ
る
環
境
の
変
化
（
２
人
）

　　

各
分
団
、
各
班
に
お
き
ま
し
て
は
新
入
団
員
確

保
に
向
け
た
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
防

団
、
消
防
署
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

① 岩田　一清 ② 手嶋　哲也 ③ 近藤　元悟 ⑥ 水野　隆文④ 岡部　　武 ⑤ 加藤　寛章

⑦ 佐藤　哲哉 ⑪ 長野　　航⑨ 岡島　裕樹 ⑫ 堀田　昌太郎⑩ 坂田　悠樹

⑬ 大泉　摩周 ⑭ 髙橋　浩司 ⑮ 座間　義幸 ⑯ 室越　　望 ⑰ 阿部　浩樹 ⑱ 田丸　耕二

⑳ 宮田　和浩⑲ 豊田　正和 ㉑ 大倉　丈士 ㉒ 坂倉　貴文 ㉓ 藤澤　　信 ㉔ 飯嶌　和広

㉕ 秋元　良文 ㉖ 広野　貴士 ㉗ 小出　福美 ㉘ 児玉　裕子 ㉚ 向井　郁雄㉙ 種村　泰一

⑧ 伊藤　徹哉

編
集

後
記

　

第
七
分
団
の
西
山
で
す
。
令
和

二
年
度
の
編
集
委
員
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
消
防
団
活
動
の
多
く
が

自
粛
に
な
り
、会
議
等
も
中
止
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

六
十
三
号
は
消
防
団
活
動
が
少
な
い
中
、
改
選
期
に
伴

う
港
北
消
防
団
幹
部
団
員
及
び
新
入
団
員
の
紹
介
で
構

成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
昨
年
十
二
月
に
ニ
ュ
ー
ス
に
流

れ
、
そ
の
時
に
は
中
国
の
感
染
が
ど
こ
ま
で
拡
が
る
だ

ろ
う
か
？
日
本
に
感
染
者
が
渡
航
し
て
来
て
も
空
港
で

抑
え
込
み
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
は
世
界
的

規
模
に
拡
が
り
社
会
の
色
々
な
所
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。
ま
た
温
暖
化
に
よ
る
永
久
凍
土
が
溶
け

出
し
、
そ
こ
か
ら
過
去
に
流
行
し
た
ウ
イ
ル
ス
や
新
た

な
病
原
菌
が
現
れ
る
恐
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
の
中
で
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
新

た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
て
い
く
と
共
に
、
今

後
、
消
防
団
活
動
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

第 22 期編集委員
本　
　
部　
鈴
木　
基
祥
（
編
集
顧
問
）

本　
　
部　
齋
藤　
信
之
（
編
集
委
員
長
）

第
一
分
団　
窪
倉　
　
敏

第
二
分
団　
峯
岸　
義
孝

第
三
分
団　
小
泉　
　
守

第
四
分
団　
鈴
木　
　
智

第
五
分
団　
酒
井　
　
誠

第
六
分
団　
長
瀬　
一
夫

第
七
分
団　
西
山　
裕
一

第
八
分
団　
畑
野　
悦
子

火災発生状況
年　別 令和 2年 令和元年 増△減
件　数 50

火
災
種
別

建 物 24
林 野 0
車 両 1
船 舶 0
航 空 機 0
そ の 他 25

損

害

床 面 積 1,419
死 者 1
焼 死 者 0
放 火 自 殺 0

負 傷 者 7

主な出火原因
年　別 令和 2年 令和元年 増△減

1 放 火 21
2 た ば こ 5
3 こ ん ろ 4
4 マッチ・ライター 3
5 配 線 器 具 2

港北区内の火災情報   令和2年9月20日現在


